
こ
う
し
た
傷
寒
論
観
が
艮
山
に
よ
っ
て
強
く
主
張
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
椿
庵
の
孫
後
藤
粟
庵
の
『
傷
寒
瓊
言
』
に
み
え
る
「
三
陰

三
陽
」
や
修
庵
の
「
虚
実
」
を
ふ
く
め
て
、
後
藤
流
の
傷
寒
論
観
は

『
傷
寒
論
』
を
『
素
問
』
か
ら
切
り
離
し
て
「
傷
寒
論
に
は
傷
寒
論

の
世
界
観
が
あ
る
」
と
す
る
古
方
派
の
傷
寒
論
観
形
成
と
腹
診
術
の

発
達
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）

現
在
の
鍼
灸
医
学
書
に
載
せ
ら
れ
、
実
際
の
治
療
に
応
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
四
花
灸
法
は
、
一
般
に
崔
氏
の
法
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で

今
回
そ
の
出
自
と
伝
見
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
い
、
若
干
の
知
見
を

得
た
の
で
報
告
す
る
。

『
旧
唐
聿
匡
経
籍
志
、
『
唐
聿
邑
芸
文
志
に
は
当
時
存
在
し
た
医
書

が
多
数
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
崔
知
悌
『
骨
蒸
病
灸
法
』

一
巻
の
名
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
『
宋
史
』
芸
文
志
や
『
通
志
』
芸

文
略
に
も
『
崔
知
悌
灸
労
法
』
一
巻
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
存
し
な

い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
同
一
の
内
容
を

も
つ
書
と
推
察
さ
れ
る
（
以
下
『
崔
氏
灸
法
』
と
略
称
す
る
）
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
同
書
は
宋
ま
で
伝
わ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

崔
知
悌
『
骨
蒸
病
灸
法
』
の
伝
承

に
つ
い
て

Ｉ
崔
氏
四
花
灸
法
の
由
来
Ｉ石

原

武
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崔
知
悌
は
『
崔
氏
纂
要
方
』
十
巻
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物

で
、
『
旧
唐
書
』
な
ら
び
に
『
唐
耆
』
の
崔
知
温
伝
に
記
載
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
高
宗
（
在
位
六
五
○
’
六
八
三
）
頃
の
人
で
、
中
書
侍

郎
の
職
に
あ
り
、
夷
敵
の
討
伐
に
功
あ
っ
て
戸
部
尚
書
に
至
っ
た
と

い
』
フ
Ｏ

現
伝
の
資
料
中
、
こ
の
『
崔
氏
灸
法
』
を
引
用
す
る
最
も
早
い
書

は
『
外
台
秘
要
方
』
（
七
五
二
成
、
い
ま
静
嘉
堂
文
庫
蔵
南
宋
紹
興
頃
版
に

よ
る
）
で
あ
る
。
そ
の
巻
十
三
に
は
「
灸
骨
蒸
法
図
四
首
」
の
項
が

あ
り
、
「
崔
氏
別
録
灸
骨
蒸
方
図
井
序
、
中
耆
侍
郎
崔
知
悌
撰
」
と

注
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
お
よ
そ
七
八
八
字
に
わ
た
る
も
の
で
（
後

述
の
②
③
に
相
当
）
、
現
行
本
中
に
は
図
は
な
い
。

宋
代
ま
で
『
崔
氏
灸
法
』
の
伝
わ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、

宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
書
で
こ
の
『
崔
氏
灸
法
』
を
引
く
の
は
、
『
蘇
沈

良
方
』
と
『
新
大
成
医
方
』
で
あ
る
。

『
新
大
成
医
方
』
は
こ
れ
ま
で
斯
界
で
知
ら
れ
て
い
な
い
書
で
あ

る
が
、
王
元
福
の
初
版
本
（
一
二
六
七
刊
）
が
台
湾
国
立
中
央
図
書
館

に
現
存
し
て
い
る
。
同
書
の
巻
四
中
の
「
崔
氏
灸
穴
」
の
部
に
は
、

①
某
氏
序
、
②
「
唐
中
耆
侍
郎
崔
知
悌
序
」
、
③
「
取
穴
法
」
、
④
図
十

一
種
、
⑤
骨
蒸
二
十
二
種
、
⑤
「
用
尺
寸
取
穴
法
」
、
⑦
「
交
住
大
小

法
」
、
③
「
取
交
法
」
、
⑨
「
用
火
法
」
の
九
項
に
わ
た
る
記
載
が
あ

る
。
①
に
は
「
崔
承
相
灸
労
法
、
外
台
秘
要
、
崔
相
家
伝
方
、
及
王

宝
臣
経
験
方
、
悉
編
載
、
然
皆
差
誤
、
毘
陵
部
有
石
刻
最
詳
、
予
取

諸
本
、
参
校
成
此
一
書
：
…
・
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
毘
陵
の
石
刻

を
中
心
資
料
と
し
て
他
本
を
交
え
、
こ
の
『
崔
氏
灸
法
』
を
校
訂
し

た
こ
と
が
知
れ
る
。

『
蘇
沈
良
方
』
は
蘇
試
・
沈
括
の
著
に
か
か
り
、
一
○
七
五
年
に

成
立
し
た
書
と
さ
れ
、
こ
の
点
『
新
大
成
医
方
』
よ
り
は
る
か
に
古

い
。
現
存
す
る
最
古
の
版
本
は
明
刊
本
（
刊
年
不
明
、
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
『
崔
氏
灸
法
』
は
前
述
の

①
～
⑨
の
う
ち
④
を
欠
く
だ
け
で
、
他
は
細
か
い
点
を
除
き
ほ
ぼ
同

文
で
あ
る
。
し
か
し
『
蘇
沈
良
方
』
の
成
立
・
伝
承
に
関
し
て
は
疑

問
が
多
く
、
『
崔
氏
灸
法
』
に
関
し
て
も
伝
本
過
程
で
④
を
欠
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
①
の
某
氏
序
が
誰
の
手
に
成
る
か
の
問
題
も

含
め
て
、
『
新
大
成
医
方
』
引
用
文
と
の
相
互
関
係
を
今
の
と
こ
ろ

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
い
で
元
代
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
『
十
薬
神
書
』
に
は
、
①
を
除

き
、
④
の
図
を
含
む
す
べ
て
の
部
分
が
「
孫
子
中
家
伝
崔
氏
四
花
穴

法
」
と
称
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
十
薬
新
書
』
の
伝
承
に
つ
い
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こ
の
ほ
か
、
二
三
○
年
に
成
っ
た
『
鍼
灸
資
生
経
』
に
も
「
灸

二
十
種
骨
蒸
」
の
項
を
挙
げ
『
崔
氏
灸
法
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る

が
、
記
述
は
粗
略
で
、
前
述
の
諸
本
と
は
相
当
の
異
差
が
あ
る
。
明

代
以
降
、
劉
璋
『
神
応
経
』
（
一
四
二
五
）
、
高
武
『
鍼
灸
聚
英
』
（
一

五
二
九
）
、
楊
継
洲
『
鍼
灸
大
成
』
（
一
六
○
一
）
、
張
介
賓
『
類
経
図

翼
』
（
一
六
二
四
）
な
ど
の
鍼
灸
関
係
書
に
こ
の
『
崔
氏
灸
法
』
が
引

用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
幅
に
節
略
あ
る
い
は
歪

曲
さ
れ
、
な
い
し
は
別
法
が
加
え
ら
れ
、
『
崔
氏
灸
法
』
の
旧
態
か

ら
甚
だ
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
日
一
般
に
知
ら
れ
る
「
崔
氏
の
四
花
穴
」
は
こ
れ
ら
明
代
の
鍼

灸
書
を
継
承
し
た
も
の
で
、
決
し
て
原
法
を
伝
え
る
も
の
で
は
な

い
。
先
述
の
ご
と
く
曲
り
な
り
に
も
唐
代
の
『
崔
氏
灸
法
』
は
宋
元

の
医
書
中
に
伝
存
す
る
の
で
あ
る
。
『
崔
氏
灸
法
』
を
文
献
学
的
な

て
も
不
明
確
な
点
が
あ
り
、
こ
の
部
分
は
原
『
十
薬
神
書
』
に
あ
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
校
刊
し
た
寧
の
献
王
が
補
入
し
た
も
の

で
あ
る
。

と
も
あ
れ
『
新
大
成
医
方
』
『
蘇
沈
良
方
』
の
記
載
と
よ
く
一
致

し
、
『
崔
氏
灸
法
』
の
旧
態
を
比
較
的
よ
く
保
存
し
て
い
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

観
点
か
ら
正
確
に
把
握
す
る
に
は
、
『
＋
薬
神
書
以
前
の
諸
文
献
に

糊
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）
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